
 

 

 

 

 

 

 

 

 11月 12日（火）、牛久市中央生涯学習センターにて校内合唱コンクールが行われました。生徒たちは

この日のために音楽の授業はもちろん、昼休み等にもたくさんの練習を重ねてきました。本番の数日前

からは、昼休みになると校舎のあちこちから美しい歌声が響いていたのを思い出します。そのような過

程を経て、本番のステージ上で練習の成果を発揮しようとする生徒たちからは牛久一中生としての誇り

を感じました。本番では、どの学級も自分たちの最高のハーモニーをホールの隅々まで届けていました。

特に、３年生の演奏ではその完成度の高さに驚かされました。３年生の素晴らしい演奏を間近で聴いた

１、２年生の生徒たちは、３年生への憧れの気持ちを抱いたことと思います。下級生が最高学年である

３年生の演奏から感じ取ることがある。このことが生徒の成長につながり、合唱コンクールを行う大き

な意義であると私は思います。 

 会場を後にする保護者の皆様や地域の方からは、「本当に素晴らしい演奏でした。」「生徒たちの

姿に感動しました。」「心が癒やされました。」等のコメントをたくさんいただきました。生徒たち

の取組に温かな声を届けていただき感謝申し上げます。また来年も牛久一中の合唱コンクールを楽

しみにしていただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金賞 １年 1組 「空は今」「リメンバーミー」 

金賞 ２年１組 「アイノカタチ」「春に」 

金賞 ３年２組 「Story」「信じる」 

銀賞 １年４組 「アルデバラン」「春風の中で」 

銀賞 ３年１組 「正解」「流浪の民」 

 

指揮者賞 

 松倉雄大（１年 1組） 久松碧唯（２年２組） 

 色川涼哉（３年２組） 

伴奏者賞 

 能城怜実（１年３組） 岡野杏衣（２年１組） 

 柴山夏恋（２年２組） 佐藤麻結子（３年２組） 

 原穂乃佳（３年３組） 坂本愛唯（３年４組） 

ひのき  63th 

 

 

 

 

 

 

 

牛久一中 学校だより 

2024.12.2  No.９  

(文責 教頭：池邊) 

  目がかっぴらくほどMeGAな合唱    校内合唱コンクール 

～本年度スローガン～ 

 

           

           

           

           

           

         

           

           

           

           

           

         

           

           

           

           

           

         

           

           

           

           

           



 

 

 １年生の総合的な学習の時間では、「自分が暮らす地域でできる防災活動はどのようなことだろうか」

をテーマに探究的な学びが展開されています。地域防災について考える時、中学生は安全に避難するだ

けでなく、地域の貴重な人材として地域社会を支える役割が期待されています。このような役割を果た

すことができるように、１年生ではまず全国の防災活動の様子について調べてきました。その調査を踏

まえて、自分たちの住んでいる地区では何ができるのか、その実情に合わせて整理・分析してきました。

そして、その内容をまとめ・表現する時間に、９名の区長さんをゲストとして招き、プレゼンテーショ

ンを行いました。11月 22日（金）の６校時に行われたこの授業では、生徒たちが一生懸命発表する姿

が見られました。また、その発表を聞いた区長さんたちは、生徒たちの発表について温かく講評してく

ださいました。９人の区長さん方には、お忙しい中、生徒たちの学習にご協力いただきまして、本当に

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 11月 27日（水）に学校医の泉憲治先生、学校歯科医の宮本克樹先生、学校薬剤師の月井智史先生を

本校に招いて令和６年度学校保健委員会が開催されました。本校生徒の健康診断結果、体力テスト結果

の報告の後、学校医の泉先生からは「デジタル社会と子供」のテーマでお話をしていただきました。ス

マホを長時間使用した場合に懸念されることとして、視機能障害が起こる、精神への影響・依存症、社

会問題（ネットいじめ等）があることを教えていただきました。GIGAスクール構想に基づくタブレット

や家庭でのスマホの使用について考えさせられる学校保健委員会となりました。学校三師の先生方には、

それぞれの立場から貴重なお話を聞かせていただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 闇バイトに関する事件が全国で急増しています。また、昨今の手口は、ＳＮＳを利用してアルバイト

を募集するように見せるなど巧妙になっており、そのような事態を受けて、今回、茨城県警察本部から、

犯罪実行者募集の事例や特徴を具体的に示した資料が提供されました。本校においても、生徒が闇バイ

トに巻き込まれることがないよう、資料を活用した注意喚起及び指導を 12 月上旬に全学級で実施する

予定です。以下に、資料を掲載いたしますので、ご家庭でも注意喚起をお願いいたします。 

 ★『闇バイト』の真実高額報酬をうたう犯罪実行役の募集#SNS #実行犯政府広報オンライン 

https://nettv.gov-online.go.jp/prg/prg27114.html 

・「高額報酬」、「リスクなしで稼げる」などのネット上に潜む求人募集。それは、あなたや家族の人生を

台無しにする『闇バイト』の募集かもしれません。一見おいしいうたい文句はウソで、本当は犯罪実行

役で都合の良い「捨て駒」募集です。絶対に手を出さないでください。 

 

 

地域防災について考える ～１年生における総合的な学習の時間の取組～ 

           

           

           

           

           

         

           

           

           

           

           

         

           

           

           

           

           

         

令和６年度学校保健委員会 開催    学校保健安全の推進 

           

           

           

           

           

         

           

           

           

           

           

         

           

           

           

闇バイトに関わらないために  注意喚起をお願いします 

           

           

           

           

           

         

           

           

           


